
第１３回 

  社会調査インターカレッジ発表会   

  2019 年 10 月 26 日（土）11：00～16：20 

会場：金城学院大学 W2 号館 

    ※名鉄瀬戸線「大森・金城学院前」駅下車 徒歩約 3 分 

   （ご来場の方は公共交通機関をご利用下さい） 

 

 

◆共同主催（参加校）：金城学院大学（幹事校） 

  愛知大学／愛知県立大学／岐阜大学／静岡文化芸術大学／ 

  椙山女学園大学／中京大学／名古屋市立大学／名古屋大学 

 

◆共催：東海社会学会 

 

◆後援：愛知県教育委員会／愛知県私学協会／名古屋市教育委員会／ 

       岐阜県教育委員会／岐阜県中学高等学校協会／静岡県私学協会／ 

     社会調査協会 

 

◆問い合わせ 

 金城学院大学人間学部 大山小夜研究室 

 Mail：saya@kinjo-u.ac.jp 

                                                                                    Illustrated by Mayu KOBAYASHI (Kinjo Gakuin University) 

予約不要 

参加費無料 



第 13 回 社会調査インターカレッジ発表会 プログラム 

 

第 1 部（11：00～13：05） 

◆A 会場（W2 号館 １F 106 号室） 

・「推し」と「わたし」とポジショニング――ファンの語りから考察して【椙山女学園大学：谷口

班】 

・恋愛関係における自己開示とジェンダ―【名古屋市立大学：安藤班】 

・働く女性にみる仕事・生活・満足度【金城学院大学：大山班】 

・名古屋市の女性活躍政策の実態と課題【名古屋市立大学：菊地班】 

 

 

◆B 会場（W2 号館 ２F 204 号室） 

・工業都市における地区防災計画――名古屋市南区星崎学区の事例 ①計画策定の背

景と過程【名古屋大学：室井 A 班】 

・工業都市における地区防災計画――名古屋市南区星崎学区の事例 ②事業所との連

携【名古屋大学：室井 B 班】 

・大規模開発の最前線で地域文化を残す――持続可能なリノベーションまちづくりに向け

て【名古屋市立大学：林班】 

・名古屋の和菓子業のこれまでとこれから【名古屋市立大学：宮下班】 

 

 

 

 

 

第 2 部（14：15～16：20） 

◆A 会場（W2 号館 １F 106 号室） 

・浜松市の中山間地域（天竜区佐久間町）における〈他出子〉をめぐる意識調査（1）【静岡

文化芸術大学：舩戸 A 班】 

・浜松市の中山間地域（天竜区佐久間町）における〈他出子〉をめぐる意識調査（2）【静岡

文化芸術大学：舩戸 B 班】 

・４地域の事例からみる温泉地の集客に関する調査【中京大学：松谷班】 

・地方移住の心的影響と人間関係【愛知県立大学：井戸班】 

 

◆B 会場（W2 号館 ２F 204 号室） 

・社会問題としての校則――愛知県の校則は「ブラック校則」なのか？【名古屋市立大学：

飯島班】 

・平成の最初と最後の豊橋――若者が令和に求めるもの【愛知大学：駒木 A 班】 

・ぎふメディアコスモス――新しい図書館等の複合施設における市民の利用と活動の状況

【岐阜大学：富樫班】 

・小笠原諸島民の「故郷喪失」体験に関するライフヒストリー研究【椙山女学園大学：阿部

班】 

 

 

◆ポスター発表（１F ラウンジ） コアタイム（13：35～14：05） 

・学生による地方都市におけるまちあるき――第 16 回とよはし都市型アートイベント

sebone での実践から【愛知大学：駒木 B 班】 

・ボランティア活動による祭りの活性化――大須大道町人祭を事例に【名古屋大学：丹辺

班】 

 

  


